直立浮上式防波堤の建設 by 科学技術動向センター & 科学技術動向研究センター
TOPICS
5科 学 技 術 動 向　2012年 11・12月号
トピックス2 直立浮上式防波堤の建設
　国土交通省近畿地方整備局は、2012 年 10 月より和歌山県海南市の和歌山下津港にて、津波対策と
して直立浮上式防波堤の建設を開始した。この防波堤は航路を横断して設置するため、船舶の航行に支
障とならないように、通常は海底に沈めた状態となっているが、津波による危険がある場合は、鋼管内
に空気を送ることで、浮力により鋼管を海底から海面上の必要な高さまで浮上させ、津波による被害を
防止する。その後、危険が無くなれば再び海底まで沈降する。一般的に、通常時の船舶航行を可能にす
る防波堤は水門を採用する事例が多いが、水門設置が困難な場合には、今回開発された直立浮上式防波
堤は有効な対策となる。
参　考
1）　国土交通省　近畿地方整備局　神戸港湾空港技術調査事務所 HP「技術開発・設計」：
http://www.pa.kkr.mlit.go.jp/kobegicyo/gijyutsu/tounankai4.pdf
2）　国土交通省　近畿地方整備局 HP「港口における可動式津波防波堤の適用性について」：
http://www.kkr.mlit.go.jp/plan/happyou/thesises/2010/pdf03/10.pdf
　国土交通省近畿地方整備局は、2012 年 10 月より
和歌山県海南市の和歌山下津港にて、津波対策とし
て直立浮上式防波堤の建設を開始した。この防波堤
（約 240 m）は航路を横断して設置するため（図表 1）、
船舶の航行に支障とならないように、通常は海底に
沈めた状態となっている。津波による危険がある場
合は、鋼管を海底から海面上の必要な高さまで浮上
させ、津波を遮ることで被害を防止する。
　この防波堤は、通常は水深 13.5 m の海底に沈め
られており、下部鋼管の内側に上部鋼管を格納した
構造になっている。緊急時には、上部鋼管内に空気
を送ることで、浮力により上部鋼管を、海底から約
21 m の高さまで 10 分以内に浮上させる。津波によ
る危険が無くなった後、上部鋼管内の空気を抜くこ
とで、自重により沈降させ下部鋼管内に収める1）（図
表 2）。
　防波堤の基本性能は、「東海・東南海・南海地震
（H15 中央防災会議での 3 連動モデル）」で想定され
る津波・地震に対して正常に稼働し、津波による被
害を防止することとしている。また、耐震対策は防
波堤本体だけでなく、送気管、コンプレッサー、電
源設備等の関係する付属装置にも施されており、非
常用電源も整備される。これにより地震が発生して
も確実に作動するシステムとなっている。
　本防波堤については、これまで大規模水理模型実
験や実海域実証試験等から技術的課題を検証してき
た。今後は、本防波堤の維持管理手法の確立、運用
体制の確立等を図る予定である2）。
　一般的に、通常時の船舶航行を可能にする大規模
な防波堤は水門を採用する事例が多い。しかし、大
型船舶が航行する航路で、水深が深く航路幅も広い
場合は水門設置が困難である。このような場合に、
今回開発された直立浮上式防波堤は有効な対策となる。
図表１　直立浮上式防波堤の位置
図表２　直立浮上式防波堤の原理
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